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1 )昭和39年 3 月より昭和41年10月までの大阪大学医学部病理学教室で剖検された胃癌患者 146 例の
うち比較的完全な形で肝臓が保存されているもの 122例について検討した。うち肝転移を有するも
の59例であった。




3) 肝臓の門脈血流におけるいわゆる Stream line 現象は H. Glover, M. D. Copher (1 928) の色素
注入実験以来種々の文献がみられるが，著者は犬 10 匹について門脈系各未精枝より trypane blue 
を点滴注入し，乙れを確認した。
? ?
4) 病理解剖例で得た 122 例の肝につき，その肝門部を通る前頭断で割面を入れ，乙れと平行に約 5
mm--10mm 間隔に多数の割面を入れそれぞれの断面の写真撮影を行なったものについて観察測定
した。













1 )原発胃癌部位と肝侵襲率についてしらべると下部癌 (48%) が最高値を示し，ついで中部癌 (36
%)，上部癌 (22%) の順であり，左右両葉比については上部癌では左葉 (28%) は右葉(18%)
に比して高値を示し，中部癌は左右差なく，下部癌では逆に右葉 (55%) が左葉 (32%) に比し高
値を示した。
原発胃癌が大轡にあるもの (58労)は，小脅あるもの (31%) に比して高値を示した。また左右
両葉比についてしらべると，大轡にあるものでは右葉 (65必)は左葉 (515ぢ)に比して高値を示し
たが有意の差とはいえなかった。
原発胃癌が前壁， 後壁， 前後壁別では後壁のもの (36%) が最も高く，ついで前壁 (33労) ，前
後壁 (29%) の順であったが，後壁と前後壁の聞においてのみ有意の差がみとめられた。つぎに左
右両葉比については，前後壁にあるものでは左右差なし前壁のものでは右葉 (38労)が左葉 (20
%)に比して高値を示し，反対に後壁のものでは左葉 (42%) が右葉 (34形)に比して高値を示し
た。しかし前壁の右葉えの偏りのみ有意の差といえる。
以上原発胃癌の発生部位によって肝転移が左右両葉のいずれかに偏よる傾向がみられたが，この




2) Borrmann 型分類(以下B-型と略す)と肝侵襲率とについてみると，いわゆる限局型である B­
E 型 (60%) が最高値を示し， ついでB-皿型 (30%) ， B-1 型 (24必)， B-lV型(17%) の煩で




型としての B-III 型 (11例)に多くみられたが， 肝侵襲率についてみると， 限局型である B-II 型
(60%) に高値を示し，臨床例と相通ずる点がみられた。
3) 原発胃癌の大きさと肝侵襲率とについてしらべると，原発胃癌の大きさ 20-39cm2 (52%) のも
のが最も高い値を示し，ついで 9cm2 以下 (36%) ， 10-19cm2 (31%) , 40cm2 以上 (23%) の順
となったが， 推計学的には 40cm2 以上のものが肝侵襲率において逆に低値を示すということがい
いうる。
4) 原発胃癌の組織学的分類と肝侵襲率とについしらべてみると，肝転移症例数においては腺癌 (33
例)が単純充実癌( 5 例)に比して圧倒的に多くみられたが，肝侵襲率については単純充実癌 (46
%)腺癌 (30%) に比して高値を示した。
5) 原発胃癌の間質結合組織量の多少(すなわち髄様型，硬性型)と肝侵襲率とについてみるに，髄
様型 (40%) が硬性型 (7 %)に比して圧倒的に高値を示した。
6 )原発胃癌の細胞異型性， すなわち CAT 1, CAT II , CATIII と肝侵襲率との関係をみると，
CATIII (35%) が最高値を示し，ついで CATI (34労)， CAT 1 (19必)の順で細胞異型性の強
いものほど高値を示した。また同一症例における原発胃癌の細胞異型性と肝転移巣のそれとを比較
すると原発胃癌よりも肝転移巣の方がより高度の異型性を示すものが多かった。
7) 原発胃癌の細胞配列異型性， すなわち SAT 1, SAT 2, SAT 3 と肝侵襲率との関係をみると，




8) 原発胃癌の浸潤度 INFα， INF ß, INFr と肝侵襲率との関係についてみると， 浸潤度の低い
INFα(49%) が最も高く，ついで INFﾟ (29%) , INF r (28労)の順で原発胃癌の浸潤度の低い
ものほど肝侵襲率は高値を示す結果をえた。ついで原発胃癌の浸潤度と肝転移巣の浸潤型式，すな
わち圧排型とびまん型の 2 つに分けたものとを比較すると， 浸潤度の低い INFα では圧排型が多
く，浸潤度の高い INFr ではびまん型が多くみられた。
9 )原発胃癌周囲の胃壁小静脈内における癌細胞の存在程度を Vo， Vh V 2, V3 に分け，乙れと肝侵襲
率との関係についてしらべると ， V3 (41%) が最高値で， ついで V2 (36労)， V1 (35~ぢ)の順であ

















概念，ならびに門脈， 肝臓における Stream line 現象の概念を導入する乙とによって， 原発胃癌の
部位と肝内の転移癌の定着増殖との関係を明らかにしたものである。
すなわち 1 )原発胃癌発生部位により肝転移部位に差異があり，とくに上部癌は左葉に，下部癌
は右葉に転移しやすい。 2) 原発胃癌の Borrmann 型分類と肝転移との関係を肝侵襲率の点からみ
ると，限局型である戸 -ll 型が圧倒的に高値を示す。 3) 原発胃癌より肝転移巣の方がより高度の細
胞異型性を示すものが多く，肝侵襲率においては細胞異型度の高いものほど高値を示す。
原発部位の性状によって肝転移巣のあり方に一定の傾向がみいだされるので胃癌の手術で肝転移の
ある場合，胃切除とともに肝切除を行なうととが有意義である場合もありうる。
乙のような研究は胃癌の手術方針の決定の上からも予後を知りうる上からも非常に重要な問題であ
る。よって本論文は学位授与に相当するものと認める。
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